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（地域情報の発信の強化－１） 

 

動物なにしてる？須坂市動物園てれび 

（長野県須坂市動物園･須高ケーブルテレビ・テクノロジーネットワークス） 

http://animal.cabletown.tv/sukoh/ 

 

〔概要〕 

 長野県須坂市・須高ケーブルテレビ株式会社・株式会社テクノロジーネット

ワークスの 3 者は 2005 年 3 月、協業プロジェクトで、ＩＰカメラ 17 台を設

置した全国初のバーチャル動物園「デジタルアニマルパーク」をケーブルイ

ンターネット加入者限定コンテンツとして開園。そしてより多くの方に楽し

んで頂くために、2008 年 9 月にはオープンコンテンツとして「動物なにして

る？須坂市動物園てれび」をスタート。パソコンや携帯（一部機種を除く）

で、動物園の人気カンガルーハッチファミリーや数種類の動物のライブ映像

を誰でも 24 時間見ることができる。 

 

〔コラム〕 

  全国初のバーチャル動物園「デジタルアニマルパーク」は、ケーブルテレビ

局が持つ光ケーブルのインフラと地元密着の取材力に加え、最新ＩＰカメラ

などインターネット技術を組み合わせた新しい形のコンテンツとして2005年

にスタート。開園当時から多くのアクセス数が寄せられ、その話題性と赤カ

ンガルー「ハッチ」の人気との相乗効果で、須坂市動物園の入園者数が３年

間でほぼ 3 倍に増加するなど、動物園の集客や地域観光、経済面の活性化に

大きく貢献することができました。 

  そしてこのコンテンツをさらに多くの方に楽しんで頂きたい、という思いか

ら、2008 年 9 月オープンコンテンツとして本サイトを立ち上げました。こち

らでは携帯電話向けサイトも構築し、日本初となる携帯電話向け本格的動物

ライブ配信も行なっています。 

  さらに須坂市動物園内で携帯電話を利用して「飼育員の動物説明動画」を視

聴したり、「クイズラリー」に参加するなど、園内でも楽しめるサービスを展

開。ＩＴ技術を利用し莫大な予算をかけることなく、来園者が喜ぶサービス

を提供しています。 

   

本サイトのライブカメラの一回の平均視聴時間は、一般的な動画視聴時間に

比べてもパソコン版で１時間、携帯版でも５分という高い数値が出るなど、

利用者の皆様にもご好評を頂いています。 

今後は、さらに地域密着のオリジナルコンテンツとして他エリアの動物園や

ケーブルテレビ事業者と連携し、日本一の動物園ライブカメラサイトを構築

していきたいと考えます。 
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（ライブカメラサイト 動物なにしてる？須坂市動物園てれび より） 

 

 

（問い合わせ先） 

 株式会社テクノロジーネットワークス 

 サービス本部 事業推進部 ISP 営業推進グループ/広報担当 

 ℡：03-5452-3910  e-mail：pr@nethome.jp 

 

 須高ケーブルテレビ株式会社 営業企画課 山岸慎治 

 TEL:026-246-1222   e-mail:s-mash@stvnet.co.jp 
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（地域情報の発信の強化－２） 

 

動画情報局くまちゃんねる 

（熊本市） 

http://www.city.kumamoto.kumamoto.jp/ 

 

〔概要〕 

   熊本市の定例市長記者会見やテレビ広報番組等を動画で視聴できる。中で

も、熊本ケーブルネットワークで放送した 08/4 月に公開された「熊本城本丸

御殿」の特集番組や熊本の名産や名所を紹介する番組「熊本 YOKAMON 図鑑」

の「熊本城シリーズ」は、熊本市のシンボルである熊本城について、その歴

史から見どころまで詳しく知ることができる。 

 

〔コラム〕 

情報インフラの整備など高度情報化の進展を背景とした近年のインターネッ

トの急速な普及により、ホームページを利用した情報ニーズの高まりも急激な

ものとなっています。情報媒体としても、社会現象でもある活字離れにより、

紙媒体から電子・電波・映像媒体へのシフトも進み、将来的にはテレビ等の映

像媒体もインターネットへかなり部分がシフトするのではないかと言われてい

ます。実際、パソコンテレビなるものも登場しており、インターネットは生活

者にとってかなり身近な存在となりました。 

本市においてもこれらの社会情勢に対応する形で、文字情報、画像情報だけ

ではない、動きのある動画情報を、新たに関心を向けられる魅力的な目玉コン

テンツとして捉え、臨場感のある電子ならではの広報手段として動画情報配信

を行うようにしています。 

配信にあたっては、編集加工作業を外部委託せず、専門職員を配していない

体制の中での作業に苦労する面もありますが、より多くの、より魅力的な動画

情報ができないかを、日々模索中です。  

動画情報は「動画情報局くまちゃんねる」に集約し、閲覧者にとってもアク

セスしやすいものとしているため、アクセス数もコンテンツ中、上位にあり、

システムを利用したアンケート（５段階評価）では、最高の評価が 81.0％、良

いとする評価が 10.4％となっています。 

  

 〔制作費〕 

   ０百万円 
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（熊本市ホームページ「動画情報局くまちゃんねる」より） 

 

 

（問い合わせ先） 

熊本市 企画財政局 企画情報部広報課 

 ℡：096-328-2043 e-mail：kouhou@city.kumamoto.lg.jp 
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（地域情報の発信の強化－３） 

 

奥出雲まめなかねット 

（島根県 奥出雲町）  

http://mypage.okuizumo.ne.jp/ 

 

〔概要〕 

   町民自らがホームページを作成し、町内外に向けて情報発信を行うサイト。

ブログ感覚で誰にでも分かり易く、簡単にホームページの作成・更新ができ、

お手軽に情報発信ができることが魅力。 

 

〔コラム〕 

   奥出雲町では従来から町民向けブログサイトがあり、「奥出雲まめなかねッ

ト」はそのリニューアル版として平成２０年１１月から運用を開始していま

す。本町では住民のＩＴリテラシー向上のため、定期的にＩＴ講習会を開催

し、その中で本サイトの作成・更新についても講習を行っています。この取

り組みが功を奏して、多くの方に本サイトをご利用いただいています。 

本サイトのユーザからは、「サイトを見て、町外・県外から返信が来るよう

になり、いろいろな地域の人と楽しく情報交換している」、「紅葉の写真をサ

イトで公開したところ、紅葉の時期に町外・県外からの観光客がかなり増え

た」、「観光地の状況についての電話での問合せに、補足資料としてサイトに

掲載している写真を見てもらっている。観光客からは「参考になった」と喜

ばれている」、「このサイトでお店のアピールをするようになって、売り上げ

が上がった」などの声も聞かれ、個人的な情報発信のみならず、地域の活性

化にも一役買っています。 

本町は高齢化率が高いので、ご高齢の方にも利用していただけるようなシ

ステムにしないと住民への浸透は難しいです。そこで、本サイトを作るにあ

たっても、誰でも簡単に、直感的にホームページを作成・更新できるような

シンプルなシステムにすることを心がけました。その甲斐あってか、住民の

皆様の評判もよく、積極的に活用していただいているようです。 

 

 〔制作費（うち公的な補助額）〕 

  約２百万円（１百万円：島根県町村会） 

  （ただし、奥出雲町ホームページ制作費も含む。） 
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【奥出雲まめなかねットのポータルサイト】 

 
 

（問い合わせ先） 

奥出雲町役場 情報政策課 ℡：0854-54-2530  

 情報通信協会 ℡：0854-54-2525 
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（地域情報の発信の強化－４） 

 

よかまち・きやんせ倶楽部 

（薩摩川内市定住支援センター） 

http://kiyanse.city.satsumasendai.lg.jp/kiyanse/ 

 

〔概要〕 

 薩摩川内よかまち・きやんせ倶楽部は、定住希望者の新規開拓と情報発

信を主な業務とし、薩摩川内市のホームページからインターネットを介

し、本市で取り組んでいる定住に関する重点施策（本市民が受けられる

補助や定住の際に受けられる補助など）や仕事情報、住まい情報等、定

住希望者のための充実した情報が提供されている。 

 

〔コラム〕 

１． 概要 

薩摩川内市の人口は減少を続け、推計によると近いうちに１０万人を下回

る恐れがあります。そのため、市は「薩摩川内市よかまち・きやんせ定住プ

ラン」を策定し、平成 22 年において 101,000 人以上、平成 27 年において

は 102,000 人以上の人口を目標値としています。 

事業の特徴として、市外の人の定住促進に加えて、市民が市外に移住しな

いように、事業の対象範囲に市内在住者も含めています。 

２．事業内容 

プランは平成 19 年度から平成 21 年度を第 1 期としており、「職」「生活・

コミュニティ」「住・交通」「いきがい」「支援・情報発信」のキーワードに

結びつく事業で、①移住促進を図る事業、②市民向けサービスで独自性のあ

る事業、③広域的効果のある事業等を中心に、民間団体や関係機関との協

働・協力体制により、５体系４７事業を重点的に取り組んでいます。 

（事業の例） 

・ 市内定住住宅取得補助 

・ 新幹線通勤定期購入補助 

・ 余暇処交流体験モデル事業 

・ 乳幼児医療費６ 歳未満児無料化事業 

・ こしき子宝支援事業 等 

事業の活用状況は、新幹線通勤定期購入補助や定住住宅取得補助は平成１

７年度から開始し、今までに、定住住宅取得補助で１８２世帯（５０１ 名）

【Ｈ２０年１２月末現在】が移住しています。新幹線通勤定期購入補助は 159 

名【Ｈ２０年１２月末現在】の利用がありました。 

平成１８年度から、ワンストップサービスの窓口（定住支援センター）を
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市役所に設置し、薩摩川内市に興味を持っている方々に情報発信をしていま

す。さらに、薩摩川内市の定住に関心を持っている方に、市からのお知らせ

や定住に役立つ情報を発信する、「薩摩川内よかまち・きやんせ倶楽部会員」

を募集しており、現在、約 1,500 名が会員登録しています。また、平成１９

年４月から、定住支援のホームページを整備しています。 

 

 〔制作費〕 

  ●５７６千円 

 

（薩摩川内市定住支援センターのホームページより） 

 

 

（問い合わせ先） 

薩摩川内市定住支援センター 

℡：0120-420-200 e-mail：kiyanse@city.satsumasendai.lg.jp 
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（地域情報の発信の強化－５） 

 

大分県竹田市定住支援サイト 

（大分県竹田市） 

http://www2.city.taketa.oita.jp/akiya/ 

 

〔概要〕 

   大分県竹田市への居住希望者に対して、所有者・管理者が賃貸・売買の意

思がある“空き家”の情報を紹介するシステム。過疎化の歯止め、地域の活

性化を目的として、竹田市役所をはじめ、市内の不動産業者の協力も得なが

ら、インターネットを介して、より多くの情報提供を目指している。 

 

〔コラム〕 

本サイトへのアクセス数は月平均９００件となっています。他の市町村へ

の空き家バンクに関するアクセス状況はわかりませんが、月平均９００件と

いう数字は少ないほうではないと思われ、IJU ターンを希望する方がいかに多

いかという表れではないでしょうか。 

   平成１７年度新竹田市誕生（合併）を機に「竹田市空き家バンク設置要綱」

を制定し、空き家の有効活用を通して、竹田市民と都市等住民の交流拡大及

び定住促進による地域の活性化を図ることを目的として取り組んでいます。 

   平成２０年１２月末現在、竹田市空き家バンク利用希望者として約１６０

世帯を登録しています。利用希望者ニーズを的確に把握することに努め、物

件情報をお知らせすることはもちろん、「まず、竹田市に来て頂く。物件を観

て頂く。」ことをお願いしながら、現地案内を積極的に行っています。 

   このような取り組みの成果から、これまで成約件数２２件（定住者６５名）

となっています。 

   現在の公開物件数は１５～１６件位で推移しています。ホームページや竹

田市の広報紙などを通じて、広く呼びかけを行っていますが、こればっかり

は、いつ情報提供があるのか予想がつきません。情報提供するうえで、登録

数が増えることは良いことですが、反面、地域に空き家が増えたということ

になり寂しくも思えます。 

   空き家バンク利用者には、「竹田市に住んで良かった。」と実感していただ

けるように、また、地域の人が「この人（人たち）が住んでくれて良かった。」

と思えるように、これからも積極的に取り組んでいきたいと考えています。 

 

 

 〔制作費〕 

  ●20 万円 
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（竹田市定住支援サイトのホームページより） 

 

 

（問い合わせ先） 

竹田市 総務企画部 企画情報課 

 ℡：0974-63-4801 e-mail：kikaku＠city.taketa.lg.jp 
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（地域情報の発信の強化－６） 

 

「安全・安心」を検索する、農産物情報提供 

（熊本県山鹿市 水辺プラザかもと） 
 

農産物直売所の取扱商品について、生産履歴を広く公開して消費者の知る権

利を守り、安全・安心な商品提供を実現するため、ブロードバンドや携帯電話

を活用した生産履歴管理システムを H19 年度より導入。消費者への情報提供だ

けでなく、生産者に対しても情報提供を行うことにより、短・中・長期におけ

る適切な生産・出荷計画も実現します。 

 

  

 

 

購入者は､農産物に貼付されたバーコードを直売所設置の読み取り機にかざ

すことで、その農産物の生産履歴をその場で瞬時に確認できます。また、自宅

PC や携帯電話からも履歴確認することが可能です。この生産履歴は山鹿市自然

農産物認証制度に基づいており、広く消費者へ安心・安全農産物の情報を発信

しています。 
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また、POS による生産農家別の売上げ情報を、定期的に農家へ情報配信します。

農産物に対する消費者の生の声を聞き、農産物生産に役立てるとともに、一定

の収入増にもつながることから、地域農家のモチベーション向上にもつながっ

ています。 

 

〔水辺プラザかもと〕 

平成１１年にオープンし、温泉・食事・宿泊・農業体験等ができ、こ

れまで約８４０万人（１００万人／年）の来場者が訪れ、県内でも有数

の観光スポットになっています。 

 施設内には、地域特産物の直販コーナーがあり、農家会員（約３００

名）を中心に採れたての農産物を販売し、年間３.８億円の売上げを上

げています（全館売上８．１億円）。 

 

（問い合わせ先） 

熊本県山鹿市 水辺プラザかもと 

℡：0968-46-1126 e-mail：info@mizube-plaza.co.jp 
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（地域情報の発信の強化－７） 

 

みんなで作る情報板 わかやまイベントボード 

（ＮＰＯ法人 市民の力わかやま） 

 http://eventboard.shiminjuku.jp/ 

 

〔概要〕 

   和歌山県内のイベントを検索できるサイト。特徴は、個人、団体、公共施

設などが主催するイベント情報を自ら入力し、ＰＲできるという手作り感溢

れる情報発信ツールであること。 

 

〔コラム〕 

   本サイトは平成１７年度に実施した和歌山県事業「わかやま情報発信プラ

ットフォーム構築モデル事業」の成果をもとに運営しています。同事業は自

分たちの活動をＰＲできない市民団体やＮＰＯ等が容易に情報発信できる仕

組みを作り、それにより「地域コミュニティの再生」や「地域活性化」の可

能性を探ることを目的として、「みんなでつくる情報板 わかやまイベントボ

ード」を構築し、その有効性を検証するというものでした。 

 

   平成１７年１０月末～２月中旬の期間サイトを開設し、検証を実施したと

ころ、アクセス数９，３９０件、イベント数９７９件、参加団体数１１８団

体という結果が得られ、その有効性が実証されました。平成２０年１２月現

在では、２０万件を超えるアクセス数、１万７千件を超えるイベント数と３

００団体を超える参加団体数で県内最大級のイベント情報掲載サイトに成長

するとともに、本サイトを介して様々な交流が広がるなどコミュニケーショ

ンの場としても活躍しています。 

 

〔制作費（※和歌山県からの実証実験委託により構築）〕  

約９０万円（※実証実験関連費用及び報告書作成費用込） 
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（わかやまイベントボードホームページより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問い合わせ先） 

ＮＰＯ法人 市民の力わかやま 

 ℡：073-428-2688 e-mail：eventboard@wakayama.shiminjuku.jp 
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（地域情報の発信の強化－８） 

 

村ぶろ 

（和歌山県北山村） 

 http://www.murablo.jp/ 

 

〔概要〕 

人口約520人の村が運営する全国初の自治体運営のブログポータルサイト。

全国からバーチャル（仮想）村民を募り、都市部との交流も行われている。

無料で会員登録をすれば、簡単にブログが作れる上、村の施設・加盟店が割

引価格で利用できる等の特典を受けられる。会員数は、現在約 7,800 人、一

日のアクセス数（PV）は 140,000 件を超える。また、維持管理費用は、バナ

ー広告とシステムのレンタル収入で賄っている。 

日経地域情報化大賞 2007「日経ＭＪ（流通新聞）賞」受賞。 

 

〔コラム〕 

本ブログシステムは村の情報はもちろん、紀州、熊野の地域密着型ブログ

システムとして紀州熊野地域（和歌山県、三重県南部、奈良県南部）の市町

村と連携し、熊野古道（世界遺産）、歴史街道をはじめとする観光情報の全国

への発信、紀州熊野のファンを開拓し、じゃばらをはじめとする地域産品の

販売促進等、この地域の情報の総合サイトを目指しています。 

 

今後は、「ショッピングカート機能」もリリース予定です。 

 

また、村ぶろシステムは２自治体のほか、１６の企業へシステムを提供し

ており、今後は提供先地域のブログユーザーと交流が持てるシステム横断サ

イトも構築予定です。 

 

〔制作費（制作費の内、公的（国・県・市町村等）機関からの補助額）〕  

35 百万円（3330 千円：和歌山県）  
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（村ぶろホームページより） 

 
 

（問い合わせ先） 

和歌山県北山村役場 

 ℡：0735-49-2380 e-mail：murabito@murablo.jp 
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（地域情報の発信の強化－９） 

 

情報通信基盤を活用したアート・イン・レジデンスの活性化 

（徳島県神山町 神山アーティスト・イン・レジデンス実行委員会） 

 

〔概要〕 

神山町では、平成１１年度より国内外から芸術家を招へいし、町内の豊か

な自然のなかでの創作活動を支援する「神山アート・イン・レジデンス（ＫＡ

ＩＲ）」事業を展開している。このＫＡＩＲ事業については、平成１６年度に

総務省補助事業で整備した加入者系光ファイバ網により活性化を図っている。 

 

〔コラム〕 

１）ＫＡＩＲの参加受付 

 アーティスト・イン・レジデンスの参加受付について、これまで芸術

作品の内容確認のため海外から郵送で膨大な写真を送ってもらっていた

が、光ファイバのインフラが整い、電子メールを活用して全世界からリ

アルタイムで受け付けることができ、相手方からの確認事項等にも迅速

に対応ができるようになりました。 

 

２）世界に向けた情報発信 

 海外の芸術家たちが、ＫＡＩＲにおける創作活動を自国に向けて情報

発信することで、芸術の世界において「世界の神山」としてのブランド

化に繋がります。 

 

３）芸術家たちと帰国後の継続した情報交換 

  ＫＡＩＲで芽生えた交流を一過性のものとして終わらせないため、海

外の芸術家たちが自国へ帰国したのちも、ネットを活用した電子会議で

リアルタイムに情報交換を行っています。 

 

〔総務省補助事業（加入者系光ファイバ網設備整備事業）〕 

神山町・佐那河内村連携 

  ８３０百万円（国２１３百万円：県１０６百万円：市町村５１１百万円） 
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KAIRの活動の様子KAIRの活動の様子KAIRの活動の様子KAIRの活動の様子

 

（問い合わせ先）神山ｱｰﾃｨｽﾄ･ｲﾝ･ﾚｼﾞﾃﾞﾝｽ実行委員会 

℡：０８８－６７６－１５２２ 
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（地域情報の発信の強化－１０） 

 

新潟県のブロードバンドポータルサイト 

『にいがたＢＢライブラリー』 

（新潟県 IT&ITS 推進協議会） 

 

〔概要〕 

  新潟県のブロードバンドポータルサイトとして、新潟県内のブロードバン

ドコンテンツを配信している。（http://movie.n-it-its.jp/）運営は新潟県

IT&ITS 推進協議会（注）で、映像による新潟県の紹介を行っている。ブロー

ドバンドに対する認知度向上に寄与している。 

（注）県内の情報化を推進する産学官連携組織 

 

〔コラム〕 

  新潟県 IT&ITS 推進協議会では、ブロードバンドに対する県民の理解と関心

を深めることを目的として、平成 18 年 1 月に本サイトを開設しました。 

  本サイトでは、県や市町村が保有する自然・観光・文化等の映像を配信し

ており、20 年度は現時点で月平均 550 件のアクセスがあり、特に週末や休日

には多くの方からアクセスいただいております。 

  今後は、より多くの方に閲覧してもらえるよう、更なる動画コンテンツの

発掘を行うことで、サイトの充実を図りたいと考えています。 

 

〔制作費〕 300 千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問い合わせ先） 

 新潟県 IT&ITS 推進協議会 事務局（新潟県総務管理部情報政策課） 

℡:025-280-5106 e-mail:ngt010090@pref.niigata.lg.jp 
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（地域情報の発信の強化－１１） 

 

光のまち磐梯（磐梯町）の取り組み 

「双方向告知通信システム」実験事業 

（福島県磐梯町） 
 

〔概要〕 

  ブロードバンド環境を利用して、行政からのお知らせや地域の情報、災害

の緊急情報などを住民宅や各行政機関に設置しているテレビ電話の画面へお

知らせできるシステム。 

 

〔コラム〕 

  本事業は磐梯町が整備した光ファイバ網を NTT 東日本に IRU 契約で貸し出

し、町内全域に「Bフレッツ」サービスが提供されたことにより実現した事業

です。行政からのお知らせや地域情報、災害などの緊急情報を、行政機関と

住民宅とを結んで行いました。 

具体的には 

・ 防災行政無線で流れる情報を音声と文字、さらには写真などを駆使し

て、テレビ電話を通じて配信。 

・ 幼稚園児の節分や給食の様子、英会話教室、冬まつりやスキー大会の

様子を動画により映像を配信。 

 

（東日本電信電話株式会社作成資料より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問い合わせ先） 

 東日本電信電話株式会社 ビジネスユーザ事業推進本部 ℡：03-3830-9121 

 

磐梯町様「双方向告知通信システム」実験事業

フレッツ網
（ＮＴＴ東日本）

インターネット

磐梯町

情報配信サーバ

行政案内・地域情報

磐梯町ブロードバンド

町民宅

ブロードバンド環境を利用して、行政からのお知らせや地域の情報、災害の緊急情報な
どを住民宅や各行政機関に設置しているテレビ電話の画面へお知らせできるシステム

ブロードバンド環境を利用して、行政からのお知らせや地域の情報、災害の緊急情報な
どを住民宅や各行政機関に設置しているテレビ電話の画面へお知らせできるシステム

●行政からのお知らせ
●地域の情報
●緊急情報の通知

●行政からのお知らせ
●地域の情報
●緊急情報の通知

◆磐梯町
モデル事業：平成18年1月25日～18年2月24日

磐梯町様「双方向告知通信システム」実験事業

フレッツ網
（ＮＴＴ東日本）

インターネット

磐梯町

情報配信サーバ

行政案内・地域情報

磐梯町ブロードバンド

町民宅

ブロードバンド環境を利用して、行政からのお知らせや地域の情報、災害の緊急情報な
どを住民宅や各行政機関に設置しているテレビ電話の画面へお知らせできるシステム

ブロードバンド環境を利用して、行政からのお知らせや地域の情報、災害の緊急情報な
どを住民宅や各行政機関に設置しているテレビ電話の画面へお知らせできるシステム

●行政からのお知らせ
●地域の情報
●緊急情報の通知

●行政からのお知らせ
●地域の情報
●緊急情報の通知

◆磐梯町
モデル事業：平成18年1月25日～18年2月24日
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（地域情報の発信の強化－１２） 

 

高山市インターネットＴＶ 

（岐阜県高山市） 

http://www.city.takayama.lg.jp/net-tv/ 

 

〔概要〕 

行政情報、議会情報、地域行事、観光情報等を動画配信している。 

 

〔コラム〕 

平成１７年２月に周辺９町村と合併し、日本一広大な面積を有する市とな

った高山市では、市域全体の一体感の醸成をはかることが大きな課題でした。

このようなことから、本市では、地域間の情報共有をはかるとともに、市が

保有する豊富な映像コンテンツを市内外に発信し、高山の魅力を広く知って

いただけるよう、本サイトを作成しました。 

本サイトは、『地域の話題』『観光番組』『市からのお知らせ』『議会中継』『声

の広報』『映像資料館』の７つのカテゴリをもうけ、幅広いニーズに対応して

います。またユニバーサルデザインの考え方に基づき、すべての映像コンテ

ンツは字幕付き（文字の拡大、色の変更が可能）となっています。 

これらの映像は、市内のＣＡＴＶ局で放送された市の委託番組を利用して

いるため、制作費もほとんどかかりません。 

現在、本サイトは、高山市の行政情報ホームページの中でもアクセスラン

キングが常に上位に入る人気のサイトとなっています。 

 

〔制作費〕なし 
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（高山市ホームページより） 

 

 

（問い合わせ先） 高山市企画管理部情報政策課 ℡：0577-35-3528 

 e-mail：jouhouseisaku@city.takayama.lg.jp 
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（地域情報の発信の強化－１３） 

 

ＵＪＩターン空き家情報 

（高知県大豊町） 

http://www.town.otoyo.kochi.jp/life/house_search.php 

 

〔概要〕 

   ＵＪＩターン空き家情報は、町内への定住を目的として平成 17 年４月から

ホームページで町内の空き家情報を提供しており、平成 20 年 12 月現在、約

20 数名のＵＪＩターン者が大豊町に移り住んでいる。大豊町は、行政の役割

として、物件の所有者と使用貸借希望者又は賃貸（購入）希望者との橋渡し

役として情報を提供している。 

 

〔コラム〕 

   本サイトは、ＵＪＩ事業での第 1号契約をきっかけに、平成 17年４月に（社）

高知県宅地建物取引業協会の支援を受け、手作りで「ＵＪＩターン空き家情

報」として、ホームページに公開したのが始まりです。公開当初からアクセ

ス数も多く、メールや電話での質問なども多く寄せられるようになりました。 

   平成 18年７月に大豊町ホームページのリニューアルを契機にＵＪＩターン

空き家情報のさらなる充実を図るため、「サイト訪問者には見やすく」「サイ

ト管理者には管理しやすく」なるように、全面的な見直しを行いました。 

   その結果、現在ではアクセス数もさらに増え（約 1,000 件/月）、引き続き

高い関心が寄せられており、定住希望者への質問対応や空き家物件の紹介等

も随時実施しております。 

   平成 20 年２月からは、懸案でありました町内全域のブロードバンド環境

（xDSL 方式）も整備され、魅力ある定住環境の実現に取り組んでいるところ

であります。 

〔制作費〕 

  なし（自主制作） 
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（高知県大豊町のホームページより） 

 

（問い合わせ先） 

大豊町役場 総務課 企画担当 

 ℡:0887-72-0450(内線 330,331) 代表 e-mail: main@town.otoyo.lg.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


